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■
『春
の
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

五
月
二
十
、
二
十

一
日
に
シ
ン
フ
オ

ニ
ア
岩
国
全
館
を
貸
切
り
、
「春
の
総

合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ニ
〇

一
五
」

と

「彩
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、
（公
財
）

岩
国
の
文
化
を
育
て
る
会
と
合
同
で
開

催
し
ま
し
た
。

三
十
日
に
は
、

「劇
団
の
ん
た
」
に

よ
る
劇

『王
様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
』
や

大
型
紙
芝
居
に
多
く
の
親
子
が
楽
し
い

時
を
過
ご
し
、
三
十

一
日
は
、
グ
ル
ー

プ

，
Ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の

「華
奏

麗
舞
二
〇

一
五
」
で
は
邦
舞
、
新
舞
踊
、

邦
楽
、
民
謡
、
洋
舞
の
舞
台
で
聴
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

両
日
開
催
の
合
同
作
品
展
で
は
、
書

道

・
華
道

・
美
術

・
短
歌
部
門
に
よ
る

作
品
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
ク

ラ
フ
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
で
は
熱
心

に
作
品
を
制
作
す
る
来
場
者
で
賑
わ
い
、

お
茶
席
で
は
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
お

も
て
な
し
が
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た

（公

財
）
岩
国
の
文
化
を
育
て
る
会
の

「彩

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
全
国
で
活
躍
す

る
地
元
出
身
の
歌
手
を
は
じ
め
と
す
る

方
々
の
日
本
の
童
謡
か
ら
オ
ペ
ラ
の
名

曲
ま
で
、
す
ば
ら
し
い
歌
声
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度

文

化

協

金〓
活

動

紹

介

土
ｒ
■

ｒ

|

■
『益
田
市
文
化
協
会
と
の
交
流
』

本
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
他
の
文
化
協

会
と
の
交
流
事
業
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、
名

誉
市
民
で
あ
る
澄
川
喜

一
氏
の
紹
介
に
よ
り
、

益
田
市
文
化
協
会
と
の
交
流
を
開
始
し
ま
し
た
。

早
速
、
益
田
市
文
化
協
会
よ
り

「二
〇

一
五

文
化
を
育
む

ｉｎ
ま
す
だ
」
の
文
芸
作
品
の
公

募
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
益
田
市
文
化
協

会
で
は
、
市
外
か
ら
も
公
募
を
受
け
つ
け
て
お

り
、
豊
中
市
、
川
崎
市
な
ど
が
参
加
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
各
団
体
に
呼
び
か
け
し
た

と
こ
ろ
、
短
歌
六
首
、
俳
句
十
二
句
、
川
柳
八
句

の
応
募
が
な
さ
れ
、
短
歌
に
お
い
て
は
益
田
市

教
育
長
賞
に
選
ば
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
二
十
二
日
に
島
根
県
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー

「グ
ラ
ン
ト
ワ
」
で
開
催
さ
れ
た
企

画
展

『澄
川
喜

一　
シ
ン
プ
ル

・
イ
ズ

。
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
』
に

（公
財
）
岩
国
の
文
化
を
育
て

る
会
の

「芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
の

一
員
と
し
て
文
化
協
会
員
二
十
三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
内
の
石
見
美
術
館
で
は
澄
川
喜

一
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
あ
と
、

「現
在

。
過
去

。
未
来

彫
刻
家
澄
川
喜

一
の
仕

事
」
と
題
し
た
企
画
展
の
作
品
を
観
覧
、
素
材

と
向
き
合
い
試
行
錯
誤
の
の
ち
、
た
ど
り
着
い

た

「そ
り
の
あ
る
か
た
ち
」
に
至
る
ま
で
を
堪

能
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
上
吉
田
保
存
会
に
よ
る
、
石
見
神

楽
「大
蛇
二
道
返
し
」

の

熱
演
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
　
．

こ
れ
か
ら
も
、
近
隣
の

文
化
協
会
を
は
じ
め
、
全

国
の
文
化
団
体
と
の
交
流

を
着
実
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

轡
貝長

賞

育

受

教

ん

市

さ

田

子

益

ヤ

部

ア

の

田

歌

森

短

吟
剣
詩
舞
道
連
盟

表
紙
の
写
真
は
、
平
成
二
十
七
年
十

一
月
に

開
催
さ
れ
た
岩
国
地
区
吟
剣
詩
舞
道
連
盟
大
会
創

立
四
十
周
年
記
念
大
会
に
お
け
る
市
内
の
幼
稚
園

児
を
中
心
と
し
た
詩
吟

・
剣
舞
の
一
場
面
で
す
。

当
連
盟
は
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
に

「地
域

づ
く
り
、
人
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
発
足
し
、

以
来
今
日
ま
で
、
連
盟
所
属
の
各
会
派
の
会
員

が
相
互
の
融
和
と
研
鑽
を
は
か
る
た
め
毎
年
発

表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

創
立
当
初
か
ら
会
員
の

一
致
協
力
と
熱
意
に

よ
り
、
年
々
進
展
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昨

今
の
世
情
に
お
い
て
は
、
我
が
国
独
自
の
伝
統

文
化
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

で
あ
る
と
考
え
、
市
内
の
幼
稚
園
児
や
小

・
中

学
生
に
よ
る

「こ
ど
も
教
室
」
を
始
め
、
高
校

・

大
学
生
へ
の
普
及
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

詩
吟
や
剣
詩
舞
は
、
漢
詩
を
題
材
に
し
て
吟

じ
舞
う
も
の
で
、
詩
の
意
味
や
内
容
、
先
人
の

人
生
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
礼
儀
作
法

や
健
康
に
役
立
つ
と
さ
れ
る
腹
式
呼
吸
が
自
然

と
身
に
付
き
、
人
前
で
堂
々
と
主
張
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
、
喜
び
の
声
も
届
い
て
お
り
ま
す
。

先
日
の
日
本
武
道
館
に
お
け
る

「全
国
吟
剣

詩
舞
道
大
会
」
で
は
、
「吟
剣
詩
舞
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」
が
上
演
さ
れ
、
約
五
千
名
の
観
客
を
感

動
の
渦
に
巻
き
込
み
、
大
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
吟
剣
詩
舞
道
は
、
伝
統
文
化
と

し
て
の
歴
史
と
伝
統
を
護
り
な
が
ら
、
現
代
に

マ
ッ
チ
し
た
も
の
で
、
青
少
年
を
含
め
た
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（宮
原
賀
風

記
）
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l第岡 匝 固 国

7月 12日 総合開会式 7月 12日 音楽フェスティパル 7月 19日 洋舞フェスティパル

7月 26日 コーラスフェスティパル 7月 30日 ～8月 2日 近郊カメラマンたちの写祭   9月 20～ 22日 諸流いけばな・盤景展、合同茶会

9月 27日 川柳大会 (県大会) 10月 23～ 25日

'F画

展 10月 25日 俳句大会

10月 25日 応、れあい歌の祭典 11月 1～3日 秋の盆栽展 11月 8日 短歌大会

11月 8日 邦楽大演奏会 11月 22日 演劇公演 11月 26～ 28日 合同クラフト展

．
●

●

3月 24～ 27日 水墨画展
(写真は昨年の様子)
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田 団

固

□

駆

旧

「

Ш

11月 29日 吟剣詩舞道連盟大会

Q



団

鶴

四 躙

園

日

団|
□

図 督
四

困

醐

一

電

| 超

璽I田

血

お めで とづご二 Lヽ ます業 えあ る莞 賞

前
列
右
よ
り

村
中
　
唯
久

藤
間
文
津
姫

中
塚
　
光
晴

島
津
　
教
恵

廣
重
　
光
風

三
吉
　
忠
光

吉
本
　
を不
和

舘
　
　
澄
子

菅
源
　
左
翔

今年度は11月 3日 (祝 )に 岩国市と岩国市文化協会の合同で表彰式を行いました。

サII

岡

薫

吉 中 舘 島

本 塚  津

宗 光 澄 教

井 小 片 島 芳

原 國 原 崎 本

●
岩
国
市
文
化
協
会
表
彰
●

久
　

徒
　
女

久
能
賞
は
、
初
代
会
長
で
あ
る
久
能
寅
夫
先

生
の
顕
彰
会
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て
、

文
化
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
他
の
模
範
と
な
る

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

唐
　
重
　
光
　
風

（光
風
流
山
陽
吟
詠
会
岩
国
地

区
連
合
△
０

〓
一　
士
口　
忠
　
光

（
（公
財
）岩
国
の
文
化
を
育
て

る
本
０

丈

化

労

鯨
女

文
化
功
労
賞
は
、
文
化
振
興
、
協
会
、
加
盟

団
体
の
発
展
に
永
年
貢
献
し
、
功
績
が
あ
っ
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

恵

（対
岸
俳
句
会
）

子

（コ
ー
ル

・
マ
ー
ド
レ
）

晴

（光
峰
流
周
防
吟
詠
会
）

和

（奪
し
表
千
家
同
門
会
山
口
県

支
部
岩
国
地
区
）

丈

化
糞

駒
賞

文
化
奨
励
賞
は
、
芸
術
文
化
の
分
野
で
高
い

評
価
を
受
け
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

川
　
岡
　
　
　
薫

（
全

社
）
茶
道
裏
千
家
淡
交

会
岩
国
支
部
）

菅
　
源
　
左
　
翔

（盲
源
流
剣
詩
舞
道
岩
国
文
砂

津
姫

（藤
聞
流

藤
満
△
６

久

（千
草
流
和
紙
ち
ぎ
り
絵
野

菊
の
会
）

（五
十
音
順
）

●
岩
国
市
表
彰
０

丈
化

功

労
賞

岩
国
市
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆

さ
ん
の
ご
紹
介
で
す
。

前
列
右
よ
り

村 藤

中 間

唯 文

功

陽
　
子

政
　
子

祥

山

多
佳
子

（団
体
運
営
）

（絵
Ｕ

（短
毬

（団
体
運
営

（団
体
運
営

（敬
称
略
）
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絵
画
部
門

岩
国
錦
穂
俳
画
会

当
会
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
全
日
本
積
穂
俳

画
会
の
創
始
者
薮
本
積
穂
先
生
の
俳
画
の
精
神

と
芸
術
性
に
共
鳴
し
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
六
年
に
皆
様
の
ご
厚
情
に
よ
り
岩
国
市
文

化
協
会
に
加
入
、
岩
国
錦
穂
俳
画
会
と
し
て
五

十
余
名
の
会
員
で
発
足
し
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

加
入
以
来
、
水
墨
画
竹
山
会
と
の
合
同
展
を

シ
ン
フ
オ
ニ
ア
岩
国
に
お
い
て
毎
年
開
催
し
て

お
り
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
現
在
、
会
員
数
も
減
少
し
、

一
般
の
方
に
俳
画
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を

と
、
本
年
度
の
市
民
文
化
祭
で
は
俳
画
制
作
実

演
を
行

い
、

多

数

の
参
加
者

に

俳

画
を
体
験
し

て
い
た
だ

き
ま

し
た
。

毎
月
第

一
金

曜

日
の
午
後

か

ら
中
央
公
民
館

で
俳
画
を
通
じ

楽

し
く
勉
強
し

て
い
ま
す
。

新

し

い
お
仲
間

の

参
加
を
お
待

ち

し
て
お
り
ま
す
。

（上
田
錦
穂

記
）

]

団

書
道
部
門

西
扉
印
会
岩
国
支
部

平
成
十
二
年
に
西
扉
印
会
岩
国
支
部
と
し
て

象
刻
を
楽
し
む
会
を
設
立
し
、
二
十
四
年
に
岩

国
市
文
化
協
会
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。平

成
二
十
三
年
よ
り
自
分
た
ち
が
愉
し
む
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
方
に
象
刻
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
吉
川
史
料
館
内
の
御
駕
籠
部

屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
印
を
彫
る
と
い
う
体
験

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
昨
秋
は

岩
国
米
軍
基
地
の
中
か
ら
も
沢
山
来
ら
れ
、
マ

イ
印
を
作
り
、
次
回
の
開
催
を
待
っ
て
お
ら
れ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
錦
帯
橋
ゆ
か
り
の
独
立

性
易
が

「日
本
象
刻
の
祖
」
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
話
し
な
が
ら
、
横
山
の
風
情
の
中
で
の

ひ
と
と
き
は
心
が
和
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
た
ち
の
象
刻
技
術
向
上
の
た
め
の
研
鑽
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
象
刻

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
室
は
吉
川
史
料
館
木
菟
亭
に
お
い
て
毎
月

二
回
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
（大
石
紗
蓼

記
）

‐
~T

体

紹

介

合
唱
部
門

愛
宕
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル

昭
和
五
十
九

年
十

一
月
、
岩

国
市
立
愛
宕
小

学
校
育
友
会
の

文
化
活
動
の

一

環
と
し
て
結
成
。

団
員
数
は
二
十

六
名
、
毎
週
土

曜
日
に
集
い
楽

し
く
練
習
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
山
口

県
合
唱
連
盟

・

岩
国
近
郊
女
声

コ
ー
ラ
ス
の
会

・

岩
国
市
文
化
協

会
に
加
盟
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
に
参
加
。
本
年
度
は
平
成
十

五
年
、
二
十

一
年
に
続
き
、
全
日
本
お
か
あ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会

（札
幌
）
に
山
口
県
代

表
と
し
て
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

四
代
目
指
揮
者
の
村
上
謙

一
郎
氏
に
は
平
成

十

一
年
よ
り
指
導
を
受
け
〃
よ
り
良
い
音
楽
作

り
″
を
モ
ッ
ト
ー
に
様
々
な
合
唱
曲
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
時
に
は
パ
ー
ト
練
習
も
加
え
、
団

員

一
同
心
を
ひ
と
つ
に
、
平
成
五
年
よ
り
五
年

に

一
度
、
演
奏
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

歌
の
好
き
な
貴
女
、
私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し

い
音
楽
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（沖
村
啓
子

記
）

第38回

全日本お力脇 コーラス
全日遠 h餌

駆
岡
門
川
国

団

園
ロ

田

囲

団
日国■

田
国

囮

田
田
田

囮
田
田
遮

邦
楽
部
門

生
田
流
筑
紫
若
樹
会

昭
和
二
十
二
年
に
藤
本
社
中
と
し
て
開
軒
し
、

五
十
七
年
に
生
田
流
筑
紫
若
樹
会
と
改
組
し
て
、

現
会
長
は
二
代
日
と
な
り
ま
す
。
前
会
長
の
門

下
生
達
は
、
各
自
生
徒
を
持
ち
、
等

・
三
絃
を

教
授
す
る

一
方
、
演
奏
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

三
歳
～
七
十
歳
位
ま
で
の
年
齢
層
の
会
員
が
熱

心
に
お
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

伝
統
文
化
挙
親
子
教
室

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
介
護
施
設
で
の
演
奏

・
岩
国
市
立
灘

中
学
校
や
米
軍
岩
国
基
地
ペ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で

毎
週
争
の
授
業
を
行
う
な
ど
の
ほ
か
、
岩
国
市

邦
楽
演
奏
会
や
山
口
県
邦
楽
大
会
に
は
毎
年
出

場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
地
内
で
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ

ク
ラ
ブ
主
催
等
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
米
国
人

と
の
親
睦
を
深

め
る
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

の

子
供
達
が
、

日

本

の
伝
統
楽
器

に
触
れ
る
こ
と

で
、

日
本

の
文

化
に
親
し
み
を

持
ち
、

争
を
通

し
て
国
際
親
善

の
お
役
に
立

て

て
い
け
た
ら
と

願

っ
て
い
ま
す
。

（藤
本
歌
津
代
記
）
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作
品
と
受
賞
者
の
紹
介

◎
第
九
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

第
六
十
三
回
山
口
県
川
柳
大
会

（九
月
二
十
七
日
開
催
）

山
本
　
貞
夫

山
口
県
知
事
賞

「欲

一
つ
減
ら
し
て
風
を
丸
く
す
る
」

◎
岩
国
市
民
俳
句
大
会

（十
月
二
十
五
日
開
催
）

市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
本
み
ね
子

「耕
し
て
た
が
や
し
て
畑
守
り
け
り
」

◎
岩
国
市
民
短
歌
大
会

（十

一
月
八
日
開
催
）

市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
升
村
喜
美
子

「赤
ち
ゃ
ん
の
家
七
軒
の
訪
間
を

終
え
て
戻
れ
ば
樋
子
薫
る
」

楠
の
い
せ
き

写
真

・
廣
木
敏
子

（写
団
「の
ら
犬
し

新

◆
岩

園

百
母

文
化
協
会
行
事
報
告

李
成
２７
年
喜

平

成

２７
年

４

月

８０

日

５

月

１６

日

５

月

３０

日

３‐

日

７

月

１２

日

７

月

２３

日

８
月

６

日

Ｈ
月

３

日

月 月 月
27 26 25
日 日 日

平
成
２８
年

１
月
２６
日
　
第
二
回
編
集
委
員
会

１
月
２８
日
　
第
四
回
理
事
会

３
月
１９
日
　
岩
国
市
文
化
芸
術
創
造
都
市
宣
言

記
念
事
業

■
『岩
国
市
文
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』

会
員
の
皆
様
の
催
し
物
、
活
動
状
況
、
新
規

会
員
の
募
集
等
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
各
種
の
優
秀
な
成
績
な
ど
は

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

「岩
国
市
文
化
協
会
マ
杓
）
検
索

第

一
回
理
事
会

代
議
員
会

春
の
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
民
文
化
祭
総
合
開
会
式

第
二
回
理
事
会

第

一
回
事
業
委
員
会

第

一
回
会
員
委
員
会

久
能
賞
選
考
委
員
会

岩
国
市
文
化
協
会
文
化
功
労
賞
等

表
彰
式
典

・
祝
賀
会

第

一
回
編
集
委
員
会

第

一
回
企
画
委
員
会

第
二
回
理
事
会

名
誉
本

長

佐 福
々 田
生
君 良
子 彦

文
1ヒ

協
会
役
員
紹
介

李
成
27
年
度

顧
　
問

参
　
与

△
本
　
長

副
会
長

理
事
長

常
務
理
事

理
　
事

監
　
査

岩
見
屋
　
健

藤
谷
　
光
信

安
東
　
栄

一

廣
重
　
光
風

宮
本
歌
千
穂

北
川
　
年
明

井
原
多
佳
子

岩
澤
　
幸
子

上
田
　
良
成

江
村
　
恒
子

小
國
　
正
巳

賀
屋
　
悦
山

晃
月
　
恵
寿

近
藤
　
順
子

篠
原
　
芳
弘

田
村
　
順
玄

中
村
貴
美
子

二
宮
　
信
子

浜
村
　
瑞
穂

半
田
　
幸
男

藤
永
　
具
視

藤
間
勘
三
津

藤
本
秀
規
誉

宮
原
　
賀
風

柳
澤
　
静
子

山
下
　
好
雄

奈
迫
　
忠
夫

戸
上
　
豊
景

弘
中
　
利
夫

吟 民 邦 合 美 俳 短 能 演 映 ク
謡 舞 唱 術 句 歌 楽 劇 像 ラ

新 邦 書 茶 文 音 歌
舞 楽 道 道 学 楽 謡
,誦

盆 華 高 盆 華
栽 道 校 栽 道

（平
成
二
十
八
年

一
月

一
日
現
在
）

五
十
音
順

フ

ト

父J

詩
舞

編

集

後

記

こ
の
度
、
岩
国
市
で
は
、
文
化
芸
術
振
興
条

例
を
制
定
さ
れ
、
三
月
に
は
、
文
化
芸
術
プ
ラ

ン
の
策
定
に
あ
わ
せ
、
文
化
芸
術
創
造
都
市
宣

言
を
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
文
化
芸
術
に
携
わ
る
団
体
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る

と
と
も
に
、
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

条
例
や
プ
ラ
ン
、
宣
言
に
よ
り
、
市
と
し
て

の
大
き
な
方
針
が
示
さ
れ
、
総
合
的
な
施
策
も

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
の
文
化
芸
術
の
担
い
手
は
、

他
な
ら
ぬ
私
た
ち
市
民
で
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し
今

ま
で
以
上
に
研
鑽
を
重
ね
、
岩
国
市
や
他
の
国

体
関
係
者
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
振
興
を
通
じ

た
輝
か
し
い
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

創
造
都
市
宣
言
さ
れ
る
二
月
十
九
日
に
は
、

記
念
事
業
と
し
て
、
澄
川
喜

一
先
生
、
村
田
さ

ち
子
先
生
に
よ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

。
ト
ー
ク

を
市
民
会
館
で
、
市
お
よ
び
市
内
文
化
協
会
と

共
同
し
て
開
催
し
ま
す
。

記
念
す
べ
き
ス
タ
ー
ト
の
事
業
と
し
て
、
私

た
ち
文
化
協
会
の
心
意
気
を
岩
国
市
全
体
に
示

す
た
め
、
最
大
限
の
努
力
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
と
も
当
協
会
及
び
会
報

「岩

国
文
化
」
へ
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（編
集
委
員

【
弘
兼

・
吉
村

・
武
重

川
野

・
升
村
）
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